
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局 多元接続通信方法であって、
　下りスロットをモニタしてＵＳＦを検出するステップと、
　前記ＵＳＦに 上りスロットで送信を行うステップと、を有し、
　第１の上りスロット 第１の下りスロットで検出した場合 第
２の下りスロットで検出した場合 にも、前記第１の上りスロットで送信を
行う 多元接続通信方法。
【請求項２】
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における

対応する
に対応するＵＳＦを、 および

のいずれの場合
、

ＴＤＭＡフレームを用いて通信を行う移動局における多元接続通信方法であって、
　前記ＴＤＭＡフレームの少なくとも第１の上りスロットが割り当てられるステップと、
　前記第１の上りスロットに対応するＵＳＦが割り当てられるステップと、
　前記割り当てられたＵＳＦを検出するために前記ＴＤＭＡフレームの下りスロットをモ
ニタするステップと、
　前記割り当てられたＵＳＦを検出した場合、前記割り当てられた第１の上りスロットお
よび第１の上りスロットより番号の高いすべての割り当てられた上りスロットで送信を行
うステップと、を有し、
　前記割り当てられたＵＳＦを、前記ＴＤＭＡフレームの第１の下りスロットで検出した
場合および第２の下りスロットで検出した場合のいずれの場合にも、前記割り当てられた
第１の上りスロットおよび前記第１の上りスロットより番号の高いすべての割り当てられ



【請求項３】
　

【請求項４】
　

【請求項５】
　

【請求項６】
　

【請求項７】
　前記第１の上りスロット ＵＳＦを検出した場合には、上り送信のために割り
当てられた、前記第１の上りスロットおよび

上りスロットで送信を行う、請求項１記載の方法。
【請求項８】
　ｎ番目（ｎは整数）の上りスロット ＵＳＦをｎ番目の下りスロットで検出し
た場合には、前記ｎ番目の上りスロットで送信を行う、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記ｎ番目の上りスロット ＵＳＦを前記ｎ番目の下りスロットで検出した場
合には、上り送信のために割り当てられた、前記ｎ番目の上りスロットおよび

上りスロットで送信を行う、 記載の方法
。
【請求項１０】
　８つの連続した 、請求項１

記載の方法。
【請求項１１】
　 場合には、次の または連続した 送信を
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た上りスロットで送信を行う、多元接続通信方法。

前記第２の下りスロットは、前記第１の下りスロットの次の番号の下りスロットである
、請求項１または請求項２記載の方法。

移動局における多元接続通信方法であって、
　下りのパケットデータチャネル（ＰＤＣＨ）をモニタしてＵＳＦを検出するステップと
、
　前記ＵＳＦに対応する上りのパケットデータチャネルで送信を行うステップと、を有し
、
　第１の上りのパケットデータチャネルに対応するＵＳＦを第１の下りのパケットデータ
チャネルで検出した場合および第２の下りのパケットデータチャネルで検出した場合のい
ずれの場合にも、前記第１の上りのパケットデータチャネルで送信を行う、多元接続通信
方法。

ＴＤＭＡフレームを用いて通信を行う移動局における多元接続通信方法であって、
　前記ＴＤＭＡフレームの少なくとも第１の上りのパケットデータチャネル（ＰＤＣＨ）
が割り当てられるステップと、
　前記第１の上りのパケットデータチャネルに対応するＵＳＦが割り当てられるステップ
と、
　前記割り当てられたＵＳＦを検出するために前記ＴＤＭＡフレームの下りのパケットデ
ータチャネルをモニタするステップと、
　前記割り当てられたＵＳＦを検出した場合、前記割り当てられた第１の上りのパケット
データチャネルおよび第１の上りのパケットデータチャネルより番号の高いすべての割り
当てられた上りのパケットデータチャネルで送信を行うステップと、を有し、
　前記割り当てられたＵＳＦを、前記ＴＤＭＡフレームの第１の下りのパケットデータチ
ャネルで検出した場合および第２の下りのパケットデータチャネルで検出した場合のいず
れの場合にも、前記割り当てられた第１の上りのパケットデータチャネルおよび前記第１
の上りのパケットデータチャネルより番号の高いすべての割り当てられた上りのパケット
データチャネルで送信を行う、多元接続通信方法。

前記第２の下りのパケットデータチャネルは、前記第１の下りのパケットデータチャネ
ルの次の番号のパケットデータチャネルである、請求項４または請求項５記載の方法。

に対応する
前記第１の上りスロットより番号の高いすべ

ての

に対応する

に対応する
前記ｎ番目

の上りスロットより番号の高いすべての 請求項８

スロットでＴＤＭＡフレームが構成されている または請求項
２

ＵＳＦを検出した 送信フレーム 送信フレーム群で



行う、 記載の方法。
【請求項１２】
　 ３スロットまた
は約３スロット 、 記載の方法。
【請求項１３】
　送信から受信へのリコンフィギュレーション前に隣接セル信号レベル測定および受信準
備をするステップをさらに有する、請求項１ 記載の方法。
【請求項１４】
　隣接セル信号レベル測定および受信準備をするのに必要な時間は、３スロットである、

記載の方法。
【請求項１５】
　隣接セル信号レベル測定および受信準備をするのに必要な時間は、１スロットである、

記載の方法。
【請求項１６】
　隣接セル信号レベル測定および受信準備をするのに必要な時間は、１スロットと３１シ
ンボル期間タイミングアドバンスオフセットである、 記載の方法。
【請求項１７】
　受信から送信へのリコンフィギュレーション前に隣接セル信号レベル測定および送信準
備をするステップをさらに有し、
　隣接セル信号レベル測定および送信準備をするのに必要な時間は、１スロットである、
請求項１ 記載の方法。
【請求項１８】
　上り送信に対して１上りＴＤＭＡフレーム当たり３スロットを割り当てる、
記載の方法。
【請求項１９】
　上り送信に対して１上りＴＤＭＡフレーム当たり５スロットを割り当てる、
または 記載の方法。
【請求項２０】
　上り送信に対して１上りＴＤＭＡフレーム当たり６スロットを割り当てる、
記載の方法。
【請求項２１】
　 マルチスロットクラスの番号は、マルチスロットクラス７、３４、３９、
および４５のいずれかである、請求項１ 記載の方法。
【請求項２２】
　多元接続通信のための移動局装置であって、
　下りスロットをモニタしてＵＳＦを検出する検出手段と、
　前記ＵＳＦ 上りスロットで送信を行う送信手段と、を有し、
　 第１の上りスロット 第１の下りスロットで

場合 第２の下りスロットで 場合 にも、
前記第１の上りスロットで送信を行う 移動局装置。

【請求項２３】
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請求項１または請求項２

上りのＴＤＭＡフレームの開始は、下りのＴＤＭＡフレームの開始より
遅れている 請求項１０

または請求項２

請求項１３

請求項１３

請求項１３

または請求項２

請求項１４

請求項１５
請求項１６

請求項１７

前記移動局の
から請求項２０のいずれかに

に対応する
前記検出手段が、 に対応するＵＳＦを、 検出

した および 検出した のいずれの場合 前記送信手段は
、 、

ＴＤＭＡフレームを用いて通信を行う移動局装置であって、
　前記ＴＤＭＡフレームの少なくとも第１の上りスロットの割り当ておよび前記第１の上
りスロットに対応するＵＳＦの割り当てを受信する受信手段と、
　前記割り当てられたＵＳＦを検出するために前記ＴＤＭＡフレームの下りスロットをモ
ニタする検出手段と、
　前記割り当てられたＵＳＦを検出した場合、前記割り当てられた第１の上りスロットお
よび第１の上りスロットより番号の高いすべての割り当てられた上りスロットで送信を行
う送信手段と、を有し、
　前記検出手段が、前記割り当てられたＵＳＦを、前記ＴＤＭＡフレームの第１の下りス



【請求項２４】
　

【請求項２５】
　

【請求項２６】
　

【請求項２７】
　

【請求項２８】
　前記第１の上りスロット ＵＳＦを検出した場合には、上り送信のために割り
当てられた、前記第１の上りスロットおよび

上りスロットで送信を行う、 記載の装置。
【請求項２９】
　ｎ番目（ｎは整数）の上りスロット ＵＳＦをｎ番目の下りスロットで検出し
た場合には、前記ｎ番目の上りスロットで送信を行う、 記載の装置。
【請求項３０】
　前記ｎ番目の上りスロット ＵＳＦを前記ｎ番目の下りスロットで検出した場
合には、上り送信のために割り当てられた、前記ｎ番目の上りスロットおよび

上りスロットで送信を行う、 記載の装
置。
【請求項３１】
　８つの連続した 、

記載の装置。
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ロットで検出した場合および第２の下りスロットで検出した場合のいずれの場合にも、前
記送信手段は、前記割り当てられた第１の上りスロットおよび前記第１の上りスロットよ
り番号の高いすべての割り当てられた上りスロットで送信を行う、移動局装置。

前記第２の下りスロットは、前記第１の下りスロットの次の番号の下りスロットである
、請求項２２または請求項２３記載の装置。

多元接続通信のための移動局装置であって、
　下りのパケットデータチャネル（ＰＤＣＨ）をモニタしてＵＳＦを検出する検出手段と
、
　前記ＵＳＦに対応する上りのパケットデータチャネルで送信を行う送信手段と、を有し
、
　前記検出手段が、第１の上りのパケットデータチャネルに対応するＵＳＦを第１の下り
のパケットデータチャネルで検出した場合および第２の下りのパケットデータチャネルで
検出した場合のいずれの場合にも、前記送信手段は、前記第１の上りのパケットデータチ
ャネルで送信を行う、移動局装置。

ＴＤＭＡフレームを用いて通信を行う移動局装置であって、
　前記ＴＤＭＡフレームの少なくとも第１の上りのパケットデータチャネル（ＰＤＣＨ）
の割り当ておよび前記第１の上りのパケットデータチャネルに対応するＵＳＦの割り当て
を受信する受信手段と、
　前記割り当てられたＵＳＦを検出するために前記ＴＤＭＡフレームの下りのパケットデ
ータチャネルをモニタする検出手段と、
　前記割り当てられたＵＳＦを検出した場合、前記割り当てられた第１の上りのパケット
データチャネルおよび第１の上りのパケットデータチャネルより番号の高いすべての割り
当てられた上りのパケットデータチャネルで送信を行う送信手段と、を有し、
　前記検出手段が、前記割り当てられたＵＳＦを、前記ＴＤＭＡフレームの第１の下りの
パケットデータチャネルで検出した場合および第２の下りのパケットデータチャネルで検
出した場合のいずれの場合にも、前記送信手段は、前記前記割り当てられた第１の上りの
パケットデータチャネルおよび前記第１の上りのパケットデータチャネルより番号の高い
すべての割り当てられた上りのパケットデータチャネルで送信を行う、移動局装置。

前記第２の下りのパケットデータチャネルは、前記第１の下りのパケットデータチャネ
ルの次の番号のパケットデータチャネルである、請求項２５または請求項２６記載の装置
。

に対応する
前記第１の上りスロットより番号の高いすべ

ての 請求項２２

に対応する
請求項２２

に対応する
前記ｎ番目

の上りスロットより番号の高いすべての 請求項２９

スロットでＴＤＭＡフレームが構成されている 請求項２２または請求
項２３



【請求項３２】
　 場合には、次の または連続した 送信を
行う、 記載の装置。
【請求項３３】
　 ３スロットまた
は約３スロット 、 記載の方法。
【請求項３４】
　送信から受信へのリコンフィギュレーション前に受信準備を

準備手段と、
　送信から受信へのリコンフィギュレーション前または受信から送信へのリコンフィギュ
レーション前に隣接セル信号レベル測定を行う測定手段と、
　をさらに有する、 記載の装置。
【請求項３５】
　前記測定手段は、送信から受信へのリコンフィギュレーション前に隣接セル信号レベル
測定を行い、
　隣接セル信号レベル測定および受信準備をするのに必要な時間は、３スロットである、

記載の装置。
【請求項３６】
　前記測定手段は、送信から受信へのリコンフィギュレーション前に隣接セル信号レベル
測定を行い、
　隣接セル信号レベル測定および受信準備をするのに必要な時間は、１スロットである、

記載の装置。
【請求項３７】
　前記測定手段は、送信から受信へのリコンフィギュレーション前に隣接セル信号レベル
測定を行い、
　隣接セル信号レベル測定および受信準備をするのに必要な時間は、１スロットと３１シ
ンボル期間タイミングアドバンスオフセットである、 記載の装置。
【請求項３８】
　前記測定手段は、受信から送信へのリコンフィギュレーション前に隣接セル信号レベル
測定を行い、
　隣接セル信号レベル測定および送信準備をするのに必要な時間は、１スロットである、

記載の装置。
【請求項３９】
　上り送信に対して１上りＴＤＭＡフレーム当たり３スロットが割り当てられている、

記載の装置。
【請求項４０】
　上り送信に対して１上りＴＤＭＡフレーム当たり５スロットが割り当てられている、

または 記載の装置。
【請求項４１】
　上り送信に対して１上りＴＤＭＡフレーム当たり６スロットが割り当てられている、

記載の装置。
【請求項４２】
　マルチスロットクラスの番号は、マルチスロットクラス７、３４、３９、および４５の
いずれかである、 記載の装置。
【請求項４３】
　 多元接続通信システムであって、
　 ＵＳＦを下りスロットで 、
　 をモニタして 、
　前記ＵＳＦ 上りスロットで送信を行う と、を有し、
　 第１の上りスロット 第１の下りスロットで検出
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ＵＳＦを検出した 送信フレーム 送信フレーム群で
請求項２２または請求項２３

上りのＴＤＭＡフレームの開始は、下りのＴＤＭＡフレームの開始より
遅れている 請求項３１

し、受信から送信へのリコ
ンフィギュレーション前に送信準備をする

請求項２２または請求項２３

請求項３４

請求項３４

請求項３４

請求項３４

請
求項３５

請
求項３６ 請求項３７

請
求項３８

請求項２２から請求項４１のいずれかに

移動局と前記移動局が属するネットワークとを有する
前記ネットワークは、前記移動局に 送信し
前記移動局は、下りスロット ＵＳＦを検出する検出手段と

に対応する 送信手段
前記検出手段が、 に対応するＵＳＦを、



した場合 第２の下りスロットで検出した場合 にも、
前記第１の上りスロットで送信を行う 多元接続通信システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多元接続通信システムに関し、特に、時分割多元接続システムにおける動的
リソース割り当てに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＧＳＭなどの多元接続無線システムにおいては、多くの移動局がネットワークとの通信
を行う。移動局が使用する物理通信チャネルの割り当ては固定されている。ＧＳＭシステ
ムの記述は、非特許文献１に見つけることができる。
【０００３】
　時分割多元接続（ＴＤＭＡ： Time Division Multiple Access）システムにおけるパケ
ットデータ通信の到来とともに、リソースの割り当て、特に物理通信チャネルの使用にお
いて、より高い柔軟性が求められている。汎用パケット無線システム（ＧＰＲＳ： Genera
l Packet Radio System）におけるパケットデータ伝送のために、多くのパケットデータ
チャネル（ＰＤＣＨ： Packet Data CHannel）によって物理通信リンクが提供される。時
分割は持続時間４ .６１５ｍｓのフレームを単位とし、各フレームは８つの連続する０ .５
７７ｍｓのスロットを含んでいる。ＧＰＲＳシステムの記述は、非特許文献２に見つける
ことができる。スロットは上りまたは下りの通信に使用される。上りの通信は、移動局か
らの送信であり、当該移動局が属するネットワークによって受信される。ネットワークか
らの送信であって移動局による受信は、下りと称される。
【０００４】
　利用可能な帯域を最も効率的に利用するために、チャネルへのアクセスは、チャネル状
態、トラヒック負荷、サービスの質（ＱｏＳ： Quality of Service）、およびサブスクリ
プションクラスの変化に応じて割り当てることができる。常に変化するチャネル状態およ
びトラヒック負荷のため、利用可能なチャネルを動的に割り当てる方法が利用可能である
。
【０００５】
　移動局が下りの受信または上りの送信に用いる時間量はさまざまであり、スロットはそ
れに応じて割り当てられる。受信および送信に割り当てられるスロット列、いわゆるマル
チスロットパターンは、通常、ＲＸＴＹの形で表される。割り当てられた受信（Ｒ）スロ
ットの数がＸであり、割り当てられた送信（Ｔ）スロットの数がＹである。
【０００６】
　ＧＰＲＳのオペレーションのために１から４５までの多くのマルチスロットクラスが定
義され、各クラスに対して上り（Ｔｘ）と下り（Ｒｘ）の最大スロット割り当て数が規定
されている。
【０００７】
　ＧＰＲＳシステムにおいて、共有チャネルへのアクセスは、通信中の各移動局（ＭＳ）
に下り送信されるアップリンクステータスフラグ（ＵＳＦ： Uplink Status Flag）によっ
て制御される。ＧＰＲＳでは、ＵＳＦを受信した際にどの上りスロットが利用可能となる
かについて規定が異なる２つの割り当て方法が定義されている。本発明は、移動局による
潜在的な利用のために同じ数「Ｎ」のＰＤＣＨを割り当てる特別の割り当て方法に関する
。ここで、「ＰＤＣＨ」は、互いに一対一で対応する一対の上りスロットと下りスロット
を表している。上りチャネルを共有する特定の移動局による実際の使用に供される上りス
ロットは、ＵＳＦに示される。ＵＳＦは、Ｖ０からＶ７までの８つの値を取ることができ
るデータ項目である。このＵＳＦによって、上りのリソースを最大で８台の移動局（各移
動局はこれら８つの値のうちの１つを「有効」と認識する）に割り当てることができる、
つまり、リソースの独占的使用をその移動局に与えることができる。ある特定の移動局は
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および のいずれの場合 前記送信手段は
、 、



、この移動局に割り当てられたスロットごとに異なるＵＳＦ値を認識することができる。
拡張動的割り当て方法の場合、例えば、現フレームのスロット２で有効なＵＳＦを受信す
ると、これは次のＴＤＭＡフレームまたはフレーム群において送信スロット２からのＮ個
を実際に送信可能であることを示している。ここで、Ｎは割り当てられたＰＤＣＨの数で
ある。通常は、受信スロットｎで有効なＵＳＦを受信すると、次の送信フレームにおいて
送信スロットｎ，ｎ＋１，以下同様に、割り当てられたスロット数（Ｎ）までの送信スロ
ットで送信が行われる。ここで定義した拡張動的割り当て方法の場合、割り当てられたス
ロットは常に連続している。
【非特許文献１】 M.Mouly, M.B.Paulet, "The GSM System for Mobile Communications",
 ISBN reference 2-9507190-0-7, 1992
【非特許文献２】３ＧＰＰ  ＴＳ  ４３ .０６４  ｖ５ .１ .１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　移動局は受信状態から送信状態へ（逆もまた同様）瞬間的に切り替えを行えるものでは
なく、このリコンフィギュレーションに割り当てられる時間はターンアラウンド時間とし
て知られている。また、移動局は、パケット転送モードにあるとき、隣接セル測定を行う
必要もある。移動局は、絶えず、ＢＡ（ＧＰＲＳ）リストで示されたすべての報知制御チ
ャネル（ＢＣＣＨ： Broadcast Control CHannel）キャリアおよびサービス提供（ serving
）セルのＢＣＣＨキャリアをモニタする必要がある。少なくとも１つのＢＣＣＨキャリア
について、ＴＤＭＡフレームごとに受信信号レベル測定サンプルが取られる（３ＧＰＰ  
ＴＳ  ４５ .００８  ｖ５ .１０ .０）。ネットワークが移動局に対して保証するターンアラ
ウンド時間および測定時間は、その移動局が適合性を主張するマルチスロットクラスに依
存する（３ＧＰＰ  ＴＳ  ４５ .００２  ｖ５ .９ .０  Ａｎｎｅｘ  Ｂ）。
【０００９】
　隣接セル測定は、受信から送信へのリコンフィギュレーション前または送信から受信へ
のリコンフィギュレーション前に行われる。
【００１０】
　拡張動的割り当てモードで動作する移動局は、現在、最初の有効なＵＳＦが認識された
受信（Ｒｘ）タイムスロットに対応する送信（Ｔｘ）タイムスロットで上り送信を開始し
なければならない。すなわち、下りの割り当てシグナリングのタイミングとその後の上り
の送信との間には、固定した関係がある。単一トランシーバの移動局には物理的制約があ
るため、いくつかの望ましいマルチスロットコンフィギュレーションを利用できない。
【００１１】
　この制約によって上り送信に対するスロットの利用可能性が低減され、もってデータの
流れおよび変化する状態に対する応答の柔軟性が低減される。従って、現在拡張動的割り
当てに利用できないマルチスロットコンフィギュレーションを利用可能にする方法を提供
する必要がある。
【００１２】
　本発明の目的は、既存の規定（ prescript）に対する影響を最小限にしつつ、拡張動的
割り当てに影響を与える制約を低減することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　この目的は、あるクラスの移動局に対して、下りの割り当てシグナリングのタイミング
とその後の上りの送信との間の固定した関係を変更することによって達成される。本発明
によれば、上りパケットデータ送信を制御する方法、ならびに、添付のクレームに記載の
方法に従って動作する移動局が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本実施の形態において、本発明は、複数のマルチスロットクラスに適用される規格に従
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って動作するＧＰＲＳ無線ネットワークに適用される。
【００１５】
　図１には、ＧＰＲＳ  ＴＤＭＡフレーム構造が示されており、上り（Ｔｘ）および下り
（Ｒｘ）のタイムスロットに用いられる番号付け規則を示している。注目すべきは、図示
しないが、実際上はタイミングアドバンス（ＴＡ）により、ＴｘはＲｘに対して進んでい
ても良いことである。従って、実際上は、タイミングアドバンスにより、１フレームの最
初のＲｘと最初のＴｘとの間の時間量を、図示する値の３スロットから少しだけ（１スロ
ットに満たない分とする）減らしても良い。
【００１６】
　下り（ＤＬ）スロットおよび上り（ＵＬ）スロットを別々に示しつつ、２つの連続する
ＴＤＭＡフレームが図示されている。第１フレーム内のスロット位置は０から７の数字で
示され、送信スロットと受信スロットのオフセットは３スロットのマージンで示されてい
る。これは、ＴＤＭＡの第１送信フレームは第１受信フレームよりも３オフセット分遅れ
ているという規則に従うものである（従って、通常のシングルスロットＧＳＭは送信スロ
ット１と受信スロット１のみが用いられる特殊な場合とみなすことができる）。
【００１７】
　残りの図面は図１と同様であるが、より一層明確にするためにスロット番号は除いてい
る。斜線を施したスロットは特定の状態のために割り当てられたスロットであり、矢印の
付いた挿入は適用される測定区間およびターンアラウンド区間を示している。格子模様を
施したスロットは有効なＵＳＦの受信と、そのＵＳＦを受信したタイムスロットとを示し
ている。上記のように、測定スロットおよびターンアラウンドスロットを割り当てる必要
があるために制約が課されており、３ＧＰＰ  ＴＳ  ４５ .００２  Ａｎｎｅｘ  Ｂでは、そ
のための規定によって、表１に示すように動的割り当てが制限されている。
【００１８】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
Ｔｔ ａ は、ＭＳが隣接セル信号レベル測定および送信準備をするのに必要な時間である。
Ｔｔ ｂ は、ＭＳが送信準備をするのに必要な時間である。
Ｔｒ ａ は、ＭＳが隣接セル信号レベル測定および受信準備をするのに必要な時間である。
Ｔｒ ｂ は、ＭＳが受信準備をするのに必要な時間である。
注目すべきは、実際上はタイミングアドバンスにより、時間Ｔｔ ａ およびＴｔ ｂ を少しだ
け（１スロットに満たない分とする）減らしても良いことである。
ｔ０ は、３１シンボル期間タイミングアドバンスオフセットである。
【００１９】
　図２を参照して、同図にはクラス３４の移動局に対する定常状態の下り１スロット、上
り４スロットの割り当てが示されている。このクラスに対するターンアラウンド期間およ
び測定期間は、表１に、おのおの１スロットを有するＴｒ ａ 、Ｔｒ ｂ 、Ｔｔ ｂ として、ま
た、２スロットを有するＴｔ ａ として示されている。この割り当ての場合は、有効なＵＳ
Ｆがタイムスロット０で受信されたとき、これらの期間を受け入れることができる。
【００２０】
　しかし、上りスロットの割り当てが５スロットになると、クラス３４の移動局に対する
下り１スロット、上り５スロットの割り当てを示す図３に示すように、制約が生じる。こ
の制約は、送信から受信へ切り替えるための時間（Ｔｒ ｂ ）を割り当てられないため、「
Ａ」で示す位置で生じる。下りタイムスロット０で、有効なＵＳＦが受信され、次の２ス
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ロットでＴｔ ａ を提供する。本発明によれば、本実施の形態では、移動局は、パケット上
り割り当て（ Packet Uplink Assignment）メッセージおよびパケットタイムスロットリコ
ンフィギュア（ Packet Timeslot Reconfigure）メッセージにおけるＵＳＦ＿ＴＮ０から
ＵＳＦ＿ＴＮ７の情報要素（ Information Element）を用いることで、上りスロットを通
常の方法で割り当てる。しかし、ネットワークは、第１の割り当てタイムスロットと第２
の割り当てタイムスロットの両方に対して、第２の割り当てタイムスロットに関連する下
りＰＤＣＨでＵＳＦを送信する。
【００２１】
　一例として、上記のように、ネットワークがＵＳＦ＿ＴＮ０をタイムスロット０でなく
タイムスロット１で送信する、上り５スロットが割り当てられたクラス３４ＭＳについて
考える。この配置は図４に示されており、同図から分かるように、「Ｂ」および「Ｃ」の
付いたスロットはそれぞれターンアラウンド時間Ｔｒ ａ およびＴｒ ｂ を提供する。
【００２２】
　ネットワークによる上り４スロットのＭＳへの割り当ては、タイムスロット１でＵＳＦ
＿ＴＮ１を送信することによって示される。ＵＳＦ＿ＴＮ０とＵＳＦ＿ＴＮ１の２つの信
号の特性は相違していなければならず、しかも移動局によって区別できなければならない
。
【００２３】
　いつシフトＵＳＦメカニズムが用いられるかを示すために特別の情報要素を追加する必
要はない。特定のマルチスロットクラスの移動局に対するタイムスロット割り当てにおい
て暗黙的に示すことができるためである。従って、シグナリングのオーバヘッドの増加は
必要ない。
【００２４】
　図５を参照して、図５にはシフトＵＳＦの実施によって可能になった割り当ての他の例
が示されている。この適用例は、上り３スロットが割り当てられたクラス７のＭＳである
。上り３スロットを割り当てる下りスロット１上のＵＳＦは、利用可能な最初の上りスロ
ットが通常のスロット１ではなく上りスロット０であることを示している。これは、（表
１により要求されるように）また図５においてそれぞれＤおよびＥで示す期間Ｔｔ ｂ およ
びＴｒ ａ を提供する。この割り当ては、Ｔｒ ａ に対する十分な期間がないために、これま
で利用可能でなかったものである。
【００２５】
　図６に示す２スロットの割り当ては通常の動作に戻っている、つまり、ＵＳＦのシフト
は行われていない。図６のこの２スロット割り当ての場合、通常の割り当てにおいて物理
的制約はなく、タイムスロット１の標準ＵＳＦによって上りスロット番号１から始まる上
りスロットが割り当てられる。
【００２６】
　あるいは、上り割り当ての所定位置のシフトを示す積極的なシグナリングを適用するこ
とが便利なこともあり、図７には拡張動的割り当て動作を行う移動局におけるシフトＵＳ
Ｆの実施例が示されている。注目すべきは、図７の２は、明示（つまり、特別のシグナリ
ング）であっても、黙示（特定のマルチスロットクラスコンフィギュレーションに対して
自動的）であっても良い。図７を参照して、移動局は、１で、ネットワークから上りリソ
ースおよびＵＳＦの割り当てを受ける。もし２で、シフトＵＳＦの使用を示すインディケ
ーションを検出すると、第１のＵＳＦに対して、第２の下りスロットをモニタし（３）、
さもなければ第１の下りスロットをモニタする（４）。いずれにせよ、５で有効なＵＳＦ
を受信すると、移動局から第１の上りスロットで上り送信を開始する（６）。５で有効な
ＵＳＦを受信しなかった場合は、７で、第２のＵＳＦに対して第２の下りスロットをモニ
タし、有効であれば（８）、第２の上りスロットで上り送信を開始する（９）。
【００２７】
　図２から図６に示す例では、割り当てが定常状態であるため、図示の割り当てはフレー
ム間で維持されている。本発明は、定常状態の割り当てに限定されるわけではなく、フレ
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ームごとに変化する上りリソースの制御にも適用可能である。
【００２８】
　図８および図９には移行の例が示されている。これらの図はおのおの４つの連続するフ
レームを示しているが、提示のため分割されている。
【００２９】
　図８は、クラス３４の移動局に対する、上り１スロットの割り当てから上り５スロット
の割り当てへの移行を示している。最初の（上側の）２つのフレームは１スロットの定常
状態の動作を示し、次の（下側の）２つのフレームは移行フレームを示している。この移
行ではＵＳＦのスロット位置が変更されている。
【００３０】
　図９は、クラス３４の移動局に対する、上り４スロットから上り５スロットへの移行を
示している。最初の２フレームは４スロットの定常状態の動作を示し、次の２フレームは
移行フレームを示している。この移行では、ＵＳＦのスロット位置は変わらないが、ＵＳ
Ｆの値が変更されている。
【００３１】
　ＧＰＲＳにおいて本発明を実施するため、例えば、タイプ１のＭＳに対して、表（表２
）を作り、以下の原理を用いて拡張動的割り当てを可能にすることができる。
【００３２】
　拡張動的割り当ての場合、ＭＳが「物理的スロット限界まで送信」できることが望まし
い。特に、ＭＳは、ＵＳＦ値をきっちり１スロットで受信し復号し続けるとともに測定を
実行しつつ、そのマルチスロットクラスの制限に従って可能な最大スロット数を送信可能
であるべきである。Ｔｒ ａ を用いるとＭＳが「物理的スロット限界まで送信」することを
可能にするマルチスロットコンフィギュレーションを定義できない場合において、Ｔｔ ａ

を用いるとそれが可能になるときは、Ｔｔ ａ を用いる。
【００３３】
　ＭＳが「物理的スロット限界まで送信」することを可能にする拡張動的割り当てのマル
チスロットコンフィギュレーションを定義できない場合において、シフトＵＳＦメカニズ
ムを用いるとそれが可能になるときは、シフトＵＳＦを用いる。この場合、Ｔｒ ａ を最優
先で用い、これが不可能なときにＴｔ ａ を第２優先で用いる。
【００３４】
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【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】上り（ＵＬ）および下り（ＤＬ）のタイムスロットに用いられる番号付け規則を
示すＧＰＲＳ  ＴＤＭＡフレーム構造を示す図
【図２】従来技術の４スロット定常状態の割り当てＲ１Ｔ４を示す図
【図３】従来技術では禁止されている５スロット定常状態の割り当てＲ１Ｔ５を示す図
【図４】本発明に係る方法によって可能になった５スロット定常状態の割り当てＲ１Ｔ５
を示す図
【図５】上り３スロットを割り当てたクラス７移動局（ＭＳ）に適用されるシフト（ shif
ted）ＵＳＦを示す図
【図６】上り２スロットを割り当てたクラス７移動局（ＭＳ）を示す図
【図７】移動局においてシフトＵＳＦを実施するためのフロー図
【図８】クラス３４移動局（ＭＳ）に対する上り１スロットから上り５スロットへの移行
を示す図
【図９】クラス３４移動局（ＭＳ）に対する上り４スロットから上り５スロットへの移行
を示す図
【要約】　　　（修正有）
【課題】望ましいマルチスロットコンフィギュレーションを利用できるようにする。
【解決手段】通信チャネルの割り当てにおいて選択の対象を追加するために、あるクラス
の移動局に対して、物理的制約を回避するために、下りの割り当てシグナリングのタイミ
ングとその後の上りの送信との間の固定した関係を変更する。
【選択図】図７
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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